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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェアラブルな人体センサであって、
　人体から生体信号を伝導する伝導性電極と、
　前記生体信号に基づいたＲＦ信号を生成するＲＦ通信回路を含むメインボードと、
　前記メインボードのＲＦ通信回路の上部に積層され、前記ＲＦ信号を放射するアンテナ
と、
　前記メインボードと前記伝導性電極との間に積層され、前記アンテナから前記人体に放
射される前記ＲＦ信号を反射する接地層と、を有し、
　前記アンテナは、共振現象及びオッドモードを防止するための、第１エアーブリッジ（
ａｉｒ　ｂｒｉｄｇｅｓ（ＡＲＢｓ））及び第２エアーブリッジと、前記接地層に接続さ
れる第１接地パターン及び第２接地パターンとを含み、
　前記第１エアーブリッジ及び前記第２エアーブリッジの各々は、前記第１接地パターン
と前記第２接地パターンとを接続し、
　前記第１エアーブリッジ及び前記第２エアーブリッジは、空間的に垂直に配置されるこ
とを特徴とする人体センサ。
【請求項２】
　前記メインボードと前記接地層とを電気的に接続するための少なくとも１つの電気的な
素子をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の人体センサ。
【請求項３】
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　前記アンテナと前記接地層とを電気的に接続するための少なくとも１つの電気的な素子
をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の人体センサ。
【請求項４】
　前記生体信号を前記メインボードに送信するための電極インタフェースをさらに有する
ことを特徴とする請求項１に記載の人体センサ。
【請求項５】
　前記電極インタフェースと前記メインボードとを電気的に接続するための少なくとも１
つの電気的な素子をさらに有することを特徴とする請求項４に記載の人体センサ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの電気的な素子は、貫通型ビアで実現されることを特徴とする請求
項２、３、及び５のいずれか一項に記載の人体センサ。
【請求項７】
　前記メインボードは、少なくとも１つ以上の分節構造を有し、複数のメインボードを含
んで実現されることを特徴とする請求項１に記載の人体センサ。
【請求項８】
　前記アンテナは、前記ＲＦ信号を放射するためのアンテナパターンを含むアンテナ層を
含み、垂直に供給していくバーチカルフィーディング構造を用いて前記ＲＦ通信回路の上
部に積層されることを特徴とする請求項１に記載の人体センサ。
【請求項９】
　前記アンテナは、前記アンテナ層を支持するためのアンテナ担体をさらに含むことを特
徴とする請求項８に記載の人体センサ。
【請求項１０】
　前記アンテナパターンは、共振アンテナで具現されることを特徴とする請求項８に記載
の人体センサ。
【請求項１１】
　前記アンテナ層は、前記アンテナパターンと接続される接地面を含むことを特徴とする
請求項８に記載の人体センサ。
【請求項１２】
　前記接地面は少なくとも１つの人工磁気導体（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｍａｇｎｅｔｉ
ｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ：ＡＭＣ）基本セルで実現されることを特徴とする請求項１１に
記載の人体センサ。
【請求項１３】
　前記アンテナパターンのアンテナフィーダは、同軸ジャック、Ｃクリップ（Ｃ－ｃｌｉ
ｐ）、又は、ポゴピン（ｐｏｇｏ－ｐｉｎ）によって前記メインボードと接続されること
を特徴とする請求項８に記載の人体センサ。
【請求項１４】
　前記人体センサは、前記人体の心電図、筋電図、体温、心拍数、電気伝導度、及び血圧
の内の少なくとも１つを測定することを特徴とする請求項１に記載の人体センサ。
【請求項１５】
　センシングシステムであって、
　人体にウェアラブルな人体センサと、
　前記人体センサを制御するホスト装置とを有し、
　前記人体センサは、前記人体から生体信号を伝導する伝導性電極と、
　前記生体信号に基づいたＲＦ信号を生成するＲＦ通信回路を含むメインボードと、
　前記ＲＦ通信回路の上段に積層し、前記ＲＦ信号を放射するアンテナと、
　前記メインボードと前記伝導性電極との間に積層され、前記アンテナから前記人体に放
射される前記ＲＦ信号を反射する接地層と、を有し、
　前記アンテナは、共振現象及びオッドモードを防止するための、第１エアーブリッジ及
び第２エアーブリッジと、前記接地層に接続される第１接地パターン及び第２接地パター
ンとを含み、
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　前記第１エアーブリッジ及び前記第２エアーブリッジの各々は、前記第１接地パターン
と前記第２接地パターンとを接続し、
　前記第１エアーブリッジ及び前記第２エアーブリッジは、空間的に垂直に配置されるこ
とを特徴とするセンシングシステム。
【請求項１６】
　前記センシングシステムは、ゲートウェイをさらに有し、
　前記ホスト装置は、前記ゲートウェイによって前記人体センサを制御することを特徴と
する請求項１５に記載のセンシングシステム。
【請求項１７】
　前記ゲートウェイは、携帯用電子装置であることを特徴とする請求項１６に記載のセン
シングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人体センサ及びこれを含むセンシングシステムに関し、特に、アンテナから
放射される信号が人体で吸収されない人体センサ及びこれを含むセンシングシステムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　高齢者人口の増加により心臓疾患、糖尿病などの発病患者数が増加しているため、これ
による医療費負担が比例して増加している。
　医療分野では患者の医療情報を収集するために収集装置が、体の外部に着用する形態、
又は順次に体内に挿入する形態などで発展している。
　例えば、収集装置は、人体センサ、検出装置、及びモニタリング装置などに言及される
。
【０００３】
　外部に着用する、又は体内に挿入する収集装置は、患者の状態を持続的にモニタリング
し、生体信号を測定して無線でデータを送信し、外部装置が無線でデータを受信する。
　しかしながら、収集装置のアンテナから放射される信号が人体で吸収される減衰すると
いう問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記従来の収集装置における問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の
目的は、人体センサのアンテナから放射される信号が人体で吸収されないようにし、アン
テナの放射効率を高めることができる人体センサ及びこれを含むセンシングシステムを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するためになされた本発明による人体センサは、ウェアラブルな人体セ
ンサであって、人体から生体信号を伝導する伝導性電極と、前記生体信号に基づいたＲＦ
信号を生成するＲＦ通信回路を含むメインボードと、前記メインボードのＲＦ通信回路の
上部に積層され、前記ＲＦ信号を放射するアンテナと、前記メインボードと前記伝導性電
極との間に積層され、前記アンテナから前記人体に放射される前記ＲＦ信号を反射する接
地層と、を有し、前記アンテナは、共振現象及びオッドモードを防止するための、第１エ
アーブリッジ（ａｉｒ　ｂｒｉｄｇｅｓ（ＡＲＢｓ））及び第２エアーブリッジと、前記
接地層に接続される第１接地パターン及び第２接地パターンとを含み、前記第１エアーブ
リッジ及び前記第２エアーブリッジの各々は、前記第１接地パターンと前記第２接地パタ
ーンとを接続し、前記第１エアーブリッジ及び前記第２エアーブリッジは、空間的に垂直
に配置されることを特徴とする。
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【０００６】
　前記メインボードと前記接地層とを電気的に接続するための少なくとも１つの電気的な
素子をさらに有することが好ましい。
　前記アンテナと前記接地層とを電気的に接続するための少なくとも１つの電気的な素子
をさらに有することが好ましい。
　前記生体信号を前記メインボードに送信するための電極インタフェースをさらに有する
ことが好ましい。
　前記電極インタフェースと前記メインボードとを電気的に接続するための少なくとも１
つの電気的な素子をさらに有することが好ましい。
　前記少なくとも１つの電気的な素子は、貫通型ビアで実現されることが好ましい。
　前記メインボードは、少なくとも１つ以上の分節構造を有し、複数のメインボードを含
んで実現されることが好ましい。
【０００７】
　前記アンテナは、前記ＲＦ信号を放射するためのアンテナパターンを含むアンテナ層を
含み、垂直に供給していくバーチカルフィーディング構造を用いて前記ＲＦ通信回路の上
部に積層されることが好ましい。
　前記アンテナは、前記アンテナ層を支持するためのアンテナ担体をさらに含むことが好
ましい。
　前記アンテナパターンは、共振アンテナで具現されることが好ましい。
　前記アンテナ層は、前記アンテナパターンと接続される接地面を含むことが好ましい。
　前記接地面は少なくとも１つの人工磁気導体（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｍａｇｎｅｔｉ
ｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ：ＡＭＣ）基本セルで実現されることが好ましい。
　前記アンテナパターンのアンテナフィーダは、同軸ジャック、Ｃクリップ（Ｃ－ｃｌｉ
ｐ）、又は、ポゴピン（ｐｏｇｏ－ｐｉｎ）によって前記メインボードと接続されること
が好ましい。
　前記人体センサは、前記人体の心電図、筋電図、体温、心拍数、電気伝導度、及び血圧
の内の少なくとも１つを測定することが好ましい。
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明によるセンシングシステムは、センシングシ
ステムであって、人体にウェアラブルな人体センサと、前記人体センサを制御するホスト
装置とを有し、前記人体センサは、前記人体から生体信号を伝導する伝導性電極と、前記
生体信号に基づいたＲＦ信号を生成するＲＦ通信回路を含むメインボードと、前記ＲＦ通
信回路の上段に積層し、前記ＲＦ信号を放射するアンテナと、前記メインボードと前記伝
導性電極との間に積層され、前記アンテナから前記人体に放射される前記ＲＦ信号を反射
する接地層と、を有し、前記アンテナは、共振現象及びオッドモードを防止するための、
第１エアーブリッジ及び第２エアーブリッジと、前記接地層に接続される第１接地パター
ン及び第２接地パターンとを含み、前記第１エアーブリッジ及び前記第２エアーブリッジ
の各々は、前記第１接地パターンと前記第２接地パターンとを接続し、前記第１エアーブ
リッジ及び前記第２エアーブリッジは、空間的に垂直に配置されることを特徴とする。
 
【０００９】
　前記センシングシステムは、ゲートウェイをさらに有し、前記ホスト装置は、前記ゲー
トウェイによって前記人体センサを制御することが好ましい。
　前記ゲートウェイは、携帯用電子装置であることが好ましい。
 
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る人体センサ及びこれを含むセンシングシステム並びに生体信号送信方法に
よれば、接地層を有することによりＲＦ通信回路経由でアンテナから放射される信号が人
体で吸収されないようにすることでアンテナの放射効率を高めるという効果がある。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による人体センサを含むシステムの概略的なブロック図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態による人体センサの構成を示す分解斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態による人体センサの概略的な回路構成を示すブロック図であ
る。
【図４】図２に示した本発明の一実施形態による人体センサの積層構造を概略的に示す断
面図である。
【図５】図２、４に示した本発明の一実施形態による伝導性電極の積層構造を概略的に示
す断面図である。
【図６】図５に示す第１層の一実施形態を説明するための斜視図である。
【図７】図５に示す第２層の一実施形態を説明するための斜視図である。
【図８】図５に示す第２層の他の実施形態を説明するための上面図である。
【図９Ａ】図５に示す伝導性電極の第２層が図７に示す第２層で実現された時の伝導性電
極と接地層との関係を説明するためのグラフである。
【図９Ｂ】図５に示す伝導性電極の第２層が図８に示す第２層で実現された時の伝導性電
極と接地層との関係を説明するためのグラフである。
【図１０】図２、４に示した本発明の一実施形態によるメインボードを示す斜視図である
。
【図１１】図２に示した人体センサの他の実施形態による積層構造を部分概略的に示す断
面図である。
【図１２】図１１に示した本発明の一実施形態によるアンテナを示す斜視図である。
【図１３Ａ】図１２に示すアンテナの放射効率を説明するためのグラフである。
【図１３Ｂ】図１２に示すアンテナの放射効率を説明するためのグラフである。
【図１４】図１２に示したアンテナの他の実施形態を示す斜視図である。
【図１５】図１１に示したアンテナの他の実施形態を示す図である。
【図１６】図１５に示したアンテナの放射効率を説明するためのグラフである。
【図１７】本発明の他の実施形態による人体センサを含むシステムを示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る人体センサ及びこれを含むセンシングシステムを実施するための形
態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の一実施形態による人体センサを含むシステムの概略的なブロック図で
ある。
　図１を参照すると、システム１０は、人体センサ１００、及びホスト装置３００を含む
。
　システム１０は、健康モニタリングシステムであってもよい。
【００１４】
　人体センサ１００は、患者監視装置、ＥＣＧ（ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒａｍ）
装置、呼吸センサ、脈拍センサ、体温センサ、電気伝導センサ、又はメディカルイメージ
装置などであってもよい。
【００１５】
　本発明の一実施形態による人体センサ１００は、ユーザ（または、患者）にウェアラブ
ル（Ｗｅａｒａｂｌｅ）であり得る。
　人体センサ１００は、人体センサ１００を付着させたユーザをモニタリングする。
【００１６】
　本発明の一実施形態による人体センサ１００は、人体センサ１００が付着した身体（人
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体）から生体信号を検出（又は、測定）し、検出された生体信号を処理し、処理された結
果によるＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号（又は、データ）をホスト装置３
００に送信する。
【００１７】
　例えば、「生体信号」は、連続的、間欠的、又は、一回ごとの方式で生物学的な存在よ
り、測定されたり、モニターされたり、又は、検出されるすべてのタイプの信号であって
もよい。
　生体信号（ｂｉｏｓｉｇｎａｌ：ＢＳ）は、心電図、筋電図、温度、脈拍数、呼吸率、
生命兆候、湿度、気圧、及び運動量などであってもよい。
【００１８】
　また、他の実施形態に係る人体センサ１００は、生体信号を処理し、処理された結果に
応じて人体センサ１００を装着したユーザ（患者）に直接／間接的に治療療法を提供して
もよい。
【００１９】
　人体センサ１００は、生体信号に基づいたＲＦ信号をアンテナを介してホスト装置３０
０に送信する。
　ホスト装置３００は、携帯用の電子装置で実現してもよい。
【００２０】
　携帯用電子装置は、ラップトップコンピュータ、移動電話機、スマートフォン、タブレ
ットＰＣ、モバイルインターネットデバイス（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ（ＭＩＤ））、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
）、ＥＤＡ（Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、デジタル
スチールカメラ、デジタルビデオカメラ、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄ
ｉａ　Ｐｌａｙｅｒ）、ＰＮＤ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃ
ｅまたはＰｏｒｔａｂｌｅ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ）、携帯用ゲームコン
ソール、又はｅ－ブック（ｅ－ｂｏｏｋ）などで実現してもよい。
【００２１】
　ホスト装置３００は、人体センサ１００を制御する。
　ホスト装置３００と人体センサ１００は互いに通信を行う。
　ホスト装置３００は、人体センサ１００を介して人体センサ１００を装着（付着）した
ユーザの状態を持続的にモニタリングする。
【００２２】
　例えば、ユーザの状態は、健康状態、生理学的条件、又は、医療状態であってもよい。
　例えば、ホスト装置３００は、人体センサ１００から出力される生体信号に基づいたＲ
Ｆ信号を受信し、生体信号に基づくユーザの状態をホスト装置３００のディスプレイに表
示する。
【００２３】
　また、ホスト装置３００は、モニタリング結果に応じて人体センサ１００を装着（付着
）ユーザにサービスを提供する。
　例えば、ホスト装置３００は、ユーザに直接的／間接的に生体信号に対応する治療療法
を提供してもよい。
【００２４】
　図２は、本発明の一実施形態による人体センサの構成を示す分解斜視図である。
　図１及び図２を参照すると、人体センサ１００は、上位カバー１１０、中間ケース１２
０、メインボード１３０、アンテナ１４０、接地層１５０、電極インタフェース１６０、
下位カバー１７０、及び伝導性電極１８０を含む。
【００２５】
　上位カバー１１０は、メインボード１３０及びアンテナ１４０の上部に配置してもよい
。
　人体センサ１００のコンポーネントは、メインボード１３０上に付着又は実装したり、
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挿入又は埋め込むことが可能である。
【００２６】
　本明細書で用いる「コンポーネント」は、人体センサ１００で用いられる機能ブロック
を意味する。
　例えば、コンポーネントは、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）、ＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、メモリ、ＵＳＢ（
Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ）、デジタル信号プロセッサ（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ；ＤＳＰ）、ワイアードインタフェース（ｗｉｒｅ
ｄ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、無線インタフェース、コントローラ、埋め込みソフトウェア
、コーデック（ｃｏｄｅｃ）、ビデオモジュール（例えば、カメラインタフェース）、Ｊ
ＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）プロセ
ッサ、ビデオプロセッサ、ミキサ、オーディオシステム、又は、ドライバなどであり得る
。
【００２７】
　アンテナ１４０は、生体信号に基づいたＲＦ信号をホスト装置３００に向け放射（また
は、送信）する。
　アンテナ１４０は、メインボード１３０の上部に実現される。
　一実施形態によれば、アンテナ１４０は、メインボード１３０上にアンテナ１４０を支
持するためのアンテナ担体（ａｎｔｅｎｎａ　ｃａｒｒｉｅｒ）をさらに含んでもよい。
【００２８】
　中間ケース１２０は、人体センサ１００の物理的な支持構造を形成する。
　中間ケース１２０の高さは、メインボード１３０上に実現される人体センサ１００のコ
ンポーネントの高さを考慮して決定される。
　また、アンテナ１４０がアンテナ担体を含む場合、中間ケース１２０の高さはアンテナ
担体の高さも考慮して決定される。
【００２９】
　接地層１５０は、メインボード１３０と伝導性電極１８０との間に積層される。
　例えば、接地層１５０はメインボード１３０の下部に配置され、電極インタフェース１
６０及び伝導性電極１８０の上部に配置される。
【００３０】
　接地層１５０は、遮蔽（ｓｈｉｅｌｄｉｎｇ）機能を行う。
　接地層１５０は、アンテナ１４０から人体の方向に放射されるＲＦ信号を反射（又は、
遮蔽）する。
　例えば、接地層１５０は、鏡効果を用いてＲＦ信号を全反射してもよい。
【００３１】
　接地層１５０は、アンテナ１４０から放射されるＲＦ信号が人体センサ１００を着用し
たユーザの体で吸収されないように反射させ、アンテナ１４０の放射効率を高めることが
できる。
　一実施形態によれば、接地層１５０は、ＰＣＢ（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂ
ｏａｒｄ）で実現してもよい。また、例えば、接地層１５０は銅で実現してもよい。
【００３２】
　電極インタフェース１６０は、メインボード１３０と伝導性電極１８０を相互接合（ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｉｎｇ）させる。
　一実施形態に係る電極インタフェース１６０はＰＣＢで実現してもよい。また、例えば
、電極インタフェース１６０は銅で実現してもよい。
【００３３】
　下位カバー１７０は、接地層１５０及び電極インタフェース１６０をその開口部に内包
するようにしてもよい。
【００３４】
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　伝導性電極１８０は、人体から発生する生体信号を受信する。
　伝導性電極１８０は、受信した生体信号を電極インタフェース１６０を介してメインボ
ード１３０に送信する。
　伝導性電極１８０は、下位カバー１７０の下部に配置される。
　一実施形態に係る伝導性電極１８０は、着脱式に実現されてもよい。
【００３５】
　上位カバー１１０、中間ケース１２０、及び下位カバー１７０は、メインボード１３０
、アンテナ１４０、接地層１５０、及び電極インタフェース１６０を実装して人体センサ
１００の形態をなすように実現される。
　一実施形態によれば、上位カバー１１０、中間ケース１２０、及び下位カバー１７０は
、金属及び／又は合成樹脂を含んで実現してもよい。
【００３６】
　図３は、本発明の一実施形態による人体センサの概略的な回路構成を示すブロック図で
ある。
　図１～図３を参照すると、人体センサ１００は、制御回路１３１、信号処理回路１３２
、デジタル信号プロセッサ１３３、ＲＦ通信回路１３４、電源供給装置１３５、ＰＭＩＣ
（Ｐｏｗｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）１３６
、及びアンテナ１４０を含む。
　一実施形態によれば、人体センサ１００はメモリ１３７をさらに含んでもよい。
　各構成要素（１３１～１３７）は、メインボード１３０の上に付着又は実装したり、挿
入又は埋め込んでもよい。
【００３７】
　メインボード１３０は、マザーボード（ｍｏｔｈｅｒｂｏａｒｄ）のような印刷回路基
板（ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ（ＰＣＢ））、集積回路（ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ（ＩＣ））、又はＳｏＣ（ｓｙｓｔｅｍ　ｏｎ　ｃｈｉｐ）
などを含んで実現してもよい。
　一実施形態に係るＰＣＢは、ｒｉｇｉｄ　ＰＣＢ、及びＦＰＣＢ（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　
ＰＣＢ）などを含んでもよい。
【００３８】
　制御回路１３１は、人体センサ１００の全般的な動作を制御する。
　例えば、制御回路１３１は、各構成要素（１３２～１３７）の動作を制御する。
　制御回路１３１は、デジタル信号プロセッサ１３３から送信された検出信号（Ｐ＿ＤＳ
）を処理する。
　一実施形態によれば、検出信号（Ｐ＿ＤＳ）に対応するＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）がアンテ
ナ１４０を介してホスト装置３００に送信されるように、制御回路１３１は検出信号（Ｐ
＿ＤＳ）をＲＦ通信回路１３４に送信する。
【００３９】
　他の実施形態に係る制御回路１３１は、検出信号（Ｐ＿ＤＳ）をメモリ１３７に格納し
てもよい。
　検出信号（Ｐ＿ＤＳ）に対応するＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）がアンテナ１４０を介してホス
ト装置３００に送信されるよう、制御回路１３１は、メモリ１３７に格納された検出信号
（Ｐ＿ＤＳ）を読み込み、ＲＦ通信回路１３４に送信する。
【００４０】
　信号処理回路１３２は、生体信号（ＢＳ）を電極インタフェース１６０を介して受信し
、受信した生体信号（ＢＳ）を処理し、デジタル信号（ＤＳ）に変換する。
　例えば、信号処理回路１３２は、生体信号（ＢＳ）に含まれた雑音を除去することもで
きる。信号処理回路１３２は、また、雑音が除去された生体信号（ＢＳ）を増幅すること
もできる。
　信号処理回路１３２は、ＡＦＥ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ－Ｅｎｄ）を意味する。
　信号処理回路１３２は、デジタル信号（ＤＳ）をＤＳＰ１３３に送信する。
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【００４１】
　デジタル信号プロセッサ１３３は、デジタル信号（ＤＳ）を受信し、デジタル信号（Ｄ
Ｓ）を処理する。
　デジタル信号プロセッサ１３３は、デジタル信号（ＤＳ）から生体信号（ＢＳ）に相応
する病理学的イベントを検出し、検出結果に応じて検出信号（Ｐ＿ＤＳ）を生成する。
　一実施形態に係る検出信号（Ｐ＿ＤＳ）は、生体信号（ＢＳ）を含んでもよい。デジタ
ル信号プロセッサ１３３は、検出信号（Ｐ＿ＤＳ）を制御回路１３１に送信する。
【００４２】
　ＲＦ通信回路１３４は、検出信号（Ｐ＿ＤＳ）をＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）に変換し、ＲＦ
信号（ＲＦ＿Ｓ）をアンテナ１４０を介して無線送信する。
【００４３】
　電源供給装置１３５は、人体センサ１００に電力を供給する。
　例えば、電源供給装置１３５は、メインボード１３０に電力を供給してもよい。
　一実施形態に係る電源供給装置１３５は、バッテリであってもよい。他の実施形態によ
れば、電源供給装置１３５は、無線電力伝送技術によって無線充電してもよい。
【００４４】
　ＰＭＩＣ１３６は、電源供給装置１３５によって供給される電力を制御する。
　例えば、ＰＭＩＣ１３６は、人体センサ１００のパワー状態を制御する。パワー状態は
、パワーアップ（ｐｏｗｅｒ－ｕｐ）状態（又は、パワー－オン状態）、又はパワーダウ
ン（ｐｏｗｅｒ－ｄｏｗｎ）状態（又は、パワー－オフ状態）を意味する。
　パワーアップ状態は、人体センサ１００のパワー（又は、電圧）が完全にパワーアップ
された状態を意味する。パワーダウン状態は、人体センサ１００のパワーがオフされた状
態、又は低電力モードに進入した状態を意味する。
【００４５】
　メモリ１３７は、検出信号（Ｐ＿ＤＳ）を格納することができる。または、メモリ１３
７は検出信号（Ｐ＿ＤＳ）に相応するデータを格納することができる。
　メモリ１３７は、揮発性メモリ装置又は非揮発性メモリ装置で実現され得る。
【００４６】
　揮発性メモリ装置は、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ａｅ
ｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、
Ｔ－ＲＡＭ（Ｔｈｙｒｉｓｔｏｒ　ＲＡＭ）、Ｚ－ＲＡＭ（Ｚｅｒｏ　ｃａｐａｃｉｔｏ
ｒ　ＲＡＭ）、又はＴＴＲＡＭ（Ｔｗｉｎ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ　ＲＡＭ）で実現し得
る。
【００４７】
　非揮発性メモリ装置は、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ
　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ
、ＭＲＡＭ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　ＲＡＭ）、スピン伝達トルクＭＲＡＭ（Ｓｐｉｎ－Ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ　Ｔｏｒｑｕｅ（ＳＴＴ）－ＭＲＡＭ）、Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｂｒｉｄ
ｇｉｎｇ　ＲＡＭ（ＣＢＲＡＭ）、ＦｅＲＡＭ（Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　ＲＡＭ）
、ＰＲＡＭ（Ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　ＲＡＭ）、抵抗メモリ（Ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　
ＲＡＭ（ＲｅＲＡＭ））、ナノチューブＲｅＲＡＭ（Ｎａｎｏｔｕｂｅ　ＲｅＲＡＭ）、
ポリマーＲＡＭ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＲＡＭ（ＰｏＲＡＭ））、ナノ浮遊ゲートメモリ（Ｎ
ａｎｏ　Ｆｌｏａｔｉｎｇ　Ｇａｔｅ　Ｍｅｍｏｒｙ（ＮＦＧＭ））、ホログラフィック
メモリ（ｈｏｌｏｇｒａｐｈｉｃ　ｍｅｍｏｒｙ）、分子電子メモリ素子（Ｍｏｌｅｃｕ
ｌａｒ　Ｅｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、又は、絶縁抵抗変化
メモリ（Ｉｎｓｕｌａｔｏｒ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ｃｈａｎｇｅ　Ｍｅｍｏｒｙ）で
実現し得る。
　また、一実施形態に係るメモリ１３７は、制御回路１３１の内部に実現されてもよい。
【００４８】
　アンテナ１４０は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）をホスト装置３００に向け放射（又は、送信
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）する。
　アンテナ１４０は、ＷＢＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｂｏｄｙ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）によりＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を放射してもよい。
　例えば、アンテナ１４０は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を２．４ＧＨｚ帯域でＷＢＡＮによ
りＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を放射してもよい。ＷＢＡＮは、ｍｅｄｉｃａｌ　ＷＢＡＮ又は
ｎｏｎ－ｍｅｄｉｃａｌ　ＷＢＡＮであってもよいが、必ずこれに限定されることはない
。
【００４９】
　図４は、図２に示した本発明の一実施形態による人体センサの積層構造を概略的に示す
断面図である。
　人体センサ１００は、複数のレイヤを含む積層構造を含み得る。
　図４では説明の便宜のために、メインボード１３０上には制御回路１３１とＲＦ通信回
路１３４のみを積層したものを例として示す。
【００５０】
　図１～図４を参照すると、下位カバー１７０は、伝導性電極１８０の上部に積層される
。
　下位カバー１７０は、電極インタフェース１６０と接地層１５０をその内側に内包する
　メインボード１３０は下位カバー１７０、例えば、接地層１５０の上部に積層される。
【００５１】
　アンテナ１４０は、メインボード１３０の上部に積層される。
　例えば、アンテナ１４０は、バーチカルフィーディング（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｆｅｅｄ
ｉｎｇ）構造を用いてＲＦ通信回路１３４の上段に積層される。
【００５２】
　アンテナ１４０とＲＦ通信回路１３４との間の媒質（ｍｅｄｉｕｍ）１４１は空間を満
たす物質を示す。
　例えば、空間は、アンテナ１４０とメインボード１３０上に位置するＲＦ通信回路１３
４によって定義される空間であってもよいが、必ずしもこれに限定されることはない。
　空間は、メインボード１３０上に配置される各構成要素（１３１～１３７）の配列形態
に応じてアンテナ１４０の下部に定義される空間をすべて含んでもよい。
　空間は、例えば、空気で満たされている。
【００５３】
　媒質１４１は、誘電率（又は、誘電定数）及び／又は誘電損失率に基づいて選択される
。
　例えば、媒質１４１は、誘電率が適切であり、誘電損失率が低い物質であるのが好まし
い。
　例えば、媒質１４１は、空気（ａｉｒ）、ポリエチレン（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ）
、テフロン（登録商標）（Ｔｅｆｌｏｎ）、ポリスチレン（ｐｏｌｙｓｔｙｒｅｎｅ）、
ナイロン（ｎｙｌｏｎ）、及びパイレックス（登録商標）ガラス（ｐｙｒｅｘ（登録商標
）　ｇｌａｓｓ）などを含み得る。
【００５４】
　図５は、図２、４に示した本発明の一実施形態による伝導性電極の積層構造を概略的に
示す断面図である。
　図１～図５を参照すると、伝導性電極１８０は、第１層（Ｌ１）及び第２層（Ｌ２）を
含む。
　一実施形態に係る伝導性電極１８０は、伝導性テープ（ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｔａｐ
ｅ；ＣＴ）をさらに含んでもよい。
　第１層（Ｌ１）と第２層（Ｌ２）は図５に示すように積層され得る。伝導性電極１８０
は積層構造であってもよい。
【００５５】
　伝導性電極１８０は、伝導性テープ（ＣＴ）を介して下位カバー１７０と接触し得る。
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　伝導性テープ（ＣＴ）は、エンボシング（ｅｍｂｏｓｓｉｎｇ）効果を用いて伝導性電
極１８０と下位カバー１７０との結合力を高めることができる。
　また、伝導性テープ（ＣＴ）は、生体信号（ＢＳ）を下位カバー１７０に含まれた電極
インタフェース１６０に伝達（又は、送信）する。
【００５６】
　図６は、図５に示す第１層の一実施形態を説明するための斜視図である。
　図１～図６を参照すると、第１層（Ｌ１）は複数のドメイン（ＤＭ１及びＤＭ２）を含
み得る。
　第１ドメイン（ＤＭ１）は、ヒドロゲル（ｈｙｄｒｏｇｅｌ）で充填され得る。例えば
、ヒドロゲルは人体から発生する電気的信号の生体信号（ＢＳ）を伝導する。
　第２ドメイン（ＤＭ２）は、ポリエチレンフォーム（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｆｏ
ｒｍ）で実現してもよい。
【００５７】
　図７は、図５に示す第２層の一実施形態を説明するための斜視図である。
　図１～図７を参照すると、第２層（Ｌ２）は、複数のドメイン（ＤＭ３及びＤＭ４）と
電極パターン（ＰＡＴ）を含み得る。
【００５８】
　電極パターン（ＰＡＴ）は、第１層（Ｌ１）の第１ドメイン（ＤＭ１）に対応する第４
ドメイン（ＤＭ４）にも形成される。
　一実施形態に係る電極パターン（ＰＡＴ）は、塩化銀（ｓｉｌｖｅｒ　ｃｈｌｏｒｉｄ
ｅ（ＡｇＣｌ））で実現してもよい。
【００５９】
　伝導性テープ（ＣＴ）は、第２層（Ｌ２）の中に配置される。
　第４ドメイン（ＤＭ４）に形成された電極パターン（ＰＡＴ）は、第２層（Ｌ２）の中
に位置する伝導性テープ（ＣＴ）に接続される。
【００６０】
　電極パターン（ＰＡＴ）が伝導性テープ（ＣＴ）に接続し、伝導性電極１８０の生体信
号（ＢＡ）を送信するための電極が内側に集まっている形態で形成し得る。
　第３ドメイン（ＤＭ３）は、ポリエチレンテレフタレートフィルム（ｐｏｌｙｅｔｈｙ
ｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ　ｆｉｌｍ）で実現してもよい。
【００６１】
　図８は、図５に示す第２層の他の実施形態を説明するための上面図である。
　図１～図６及び図８を参照すると、第２層（Ｌ２）は、複数のドメイン（ＤＭ３及びＤ
Ｍ４）と電極パターンＰＡＴを含み得る。
【００６２】
　電極パターン（ＰＡＴ）は、第１層Ｌ１の第１ドメイン（ＤＭ１）に対応する第４ドメ
イン（ＤＭ４）にも形成され得る。
　一実施形態に係る電極パターン（ＰＡＴ）は、塩化銀（ＡｇＣｌ）で実現してもよい。
【００６３】
　伝導性テープ（ＣＴ）は、第４ドメイン（ＤＭ４）に形成された電極パターン（ＰＡＴ
）上に位置する。
　伝導性テープ（ＣＴ）が第４ドメイン（ＤＭ４）に形成された電極パターン（ＰＡＴ）
上に位置することで、伝導性電極１８０の生体信号（ＢＡ）を送信するための電極が散ら
ばっている形で形成される。
　第３ドメイン（ＤＭ３）は、ポリエチレンテレフタレートフィルム（ｐｏｌｙｅｔｈｙ
ｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ　ｆｉｌｍ）で実現してもよい。
【００６４】
　図９Ａ及び図９Ｂは、図５に示す伝導性電極の第２層が図７及び図８に示す第２層で実
現された時の伝導性電極と接地層との関係を説明するためのグラフである。
　図１～図９Ｂを参照すると、図７及び図８を参照して説明したように、伝導性電極１８
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０の電極は集まっている形態又は散らばっている形態に実現してもよい。
【００６５】
　図９Ａ及び図９Ｂに示す各グラフのｘ軸は周波数を示し、ｙ軸は反射係数（ｒｅｆｌｅ
ｃｔｉｏｎ　ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）を示す。
　伝導性電極１８０の第２層（Ｌ２）が図７に示す第２層（Ｌ２）で具現されて伝導性電
極１８０の電極が集まっている形態のとき、伝導性電極１８０と接地層１５０との関係に
おける接地層１５０の周波数対反射係数の関係は、図９Ａに示すグラフのとおりである。
【００６６】
　伝導性電極１８０の第２層（Ｌ２）が図８に示す第２層（Ｌ２）で具現されて伝導性電
極１８０の電極が散らばっている形態のとき、伝導性電極１８０と接地層１５０との関係
における接地層１５０の周波数対反射係数の関係は、図９Ｂに示すグラフのとおりである
。
【００６７】
　図９Ａ及び図９Ｂに示した各グラフから分かるように、伝導性電極１８０の電極の形態
に関係なく、接地層１５０の反射係数は実質的にほぼ同一である。
　例えば、周波数が２．４ＧＨｚ帯域で接地層１５０の反射係数は実質的に同一である。
【００６８】
　図１０は、図２、４に示した本発明の一実施形態によるメインボードを示す斜視図であ
る。
　図１～図１０を参照すると、メインボード１３０は、少なくとも１つ以上の分節構造で
実現し得る。
　例えば、メインボード１３０は、第１メインボード（１３０－１）、第２メインボード
（１３０－２）、及び第３メインボード（１３０－３）を含み得る。
【００６９】
　各メインボード（１３０－１～１３０－３）は、マザーボードのような印刷回路基板（
ＰＣＢ）、集積回路（ＩＣ）、又はＳｏＣ（Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｎ　Ｃｈｉｐ）で実現する
ことができる。
　一実施形態に係る上記ＰＣＢは、ｒｉｇｉｄ　ＰＣＢ、及びＦＰＣＢ（ｆｌｅｘｉｂｌ
ｅ　ＰＣＢ）などを含み得る。
【００７０】
　電源供給装置１３５とＰＭＩＣ１３６は、第１メインボード（１３０－１）上に付着又
は実装するか、挿入又は埋め込んでもよい。
　制御回路１３１、信号処理回路１３２、及びデジタル信号プロセッサ１３３は、第２メ
インボード（１３０－２）上に付着又は実装するか、挿入又は埋め込んでもよい。
　ＲＦ通信回路１３４は、第３メインボード（１３０－３）上に付着又は実装するか、挿
入又は埋め込んでもよい。
【００７１】
　アンテナ１４０は、第３メインボード（１３０－３）の上部に積層される。
　例えば、アンテナ１４０は、ＲＦ通信回路１３４の上部に積層される。
【００７２】
　図１１は、図２に示した人体センサの他の実施形態による積層構造を部分概略的に示す
断面図である。
　図１～図１１を参照すると、電極インタフェース１６０は、伝導性電極１８０の上部に
積層される。
【００７３】
　電極インタフェース１６０とメインボード１３０とは、少なくとも１つの電気的な素子
によって電気的に接続される。
　電極インタフェース１６０は、少なくとも１つの電気的な素子によって伝導性電極１８
０から送信（又は、伝送）される生体信号（ＢＳ）をメインボード１３０の信号処理回路
１３２に送信する。
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　例えば、少なくとも１つの電気的な素子は、貫通型ビア（Ｔｈｒｏｕｇｈ－ｈｏｌｅ　
ｖｉａ）で実現し得る。
【００７４】
　接地層１５０は、電極インタフェース１６０の上部に積層される。
　メインボード１３０は、接地層１５０の上部に積層される。
　例えば、接地層１５０は、伝導性電極１８０とメインボード１３０との間に積層される
。
【００７５】
　メインボード１３０と接地層１５０とは、少なくとも１つの電気的な素子によって電気
的に接続される。
　メインボード１３０は、少なくとも１つの電気的な素子によって接地層１５０に接地さ
れる。
　例えば、少なくとも１つの電気的な素子は、貫通型ビア（Ｔｈｒｏｕｇｈ－ｈｏｌｅ　
ｖｉａ）で実現し得る。
【００７６】
　アンテナ１４０は、メインボード１３０の上部に積層される。
　例えば、アンテナ１４０は、バーチカルフィーディング構造を用いてＲＦ通信回路１３
４の上部に積層される。
　アンテナ１４０は、アンテナ層１４３、アンテナ担体１４５、及びアンテナフィーダ（
ａｎｔｅｎｎａ　ｆｅｅｄｅｒ）１４７を含み得る。
【００７７】
　アンテナ層１４３は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を放射（または、送信）するためのアンテ
ナパターンを含む。
　例えば、アンテナパターンは、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を放射するための信号パターンと
接地するための接地パターンを含む。
【００７８】
　アンテナ担体１４５は、アンテナ層１４３を支持する。
　アンテナ層１４３がアンテナ担体１４５を用いて人体センサ１００の最も上部に位置す
ることでアンテナ層１４３は人体から最大に隔離される。
　したがって、人体センサ１００は、アンテナ層１４３から送信されるＲＦ信号（ＲＦ＿
Ｓ）が人体で吸収される現象を防止し、アンテナ１４０の放射効率（又は、送信効率）を
高めることができる。
【００７９】
　アンテナ１４０は、アンテナパターンのアンテナフィーダ１４７を介してＲＦ通信回路
１３４から送信されるＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を受信する。
　アンテナ１４０がＲＦ通信回路１３４の上部にバーチカルフィーディング構造で積層さ
れるため、人体センサ１００は、ＲＦ通信回路１３４から送信されるＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ
）の損失を防止することができる。
【００８０】
　アンテナ１４０と接地層１５０は、少なくとも１つの電気的な素子によって電気的に接
続される。
　アンテナ１４０は、少なくとも１つの電気的な素子によって接地層１５０に接地される
。
　例えば、アンテナ１４０は、アンテナパターンのアンテナフィーダ１４７と少なくとも
１つの電気的な素子によって接地層１５０に接地される。
【００８１】
　より具体的には、メインボード１３０と接地層１５０が少なくとも１つの電気的な素子
によって接続され、アンテナ１４０がアンテナフィーダ１４７を介してメインボード１３
０と接続されることで、アンテナ１４０は接地層１５０に接地される。
　例えば、少なくとも１つの電気的な素子は、貫通型ビアで実現し得る。
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【００８２】
　一実施形態に係るアンテナフィーダ１４７は、同軸ジャック（ｃｏａｘｉａｌ　ｊａｃ
ｋ）、Ｃクリップ（Ｃ－ｃｌｉｐ）、又は、ポゴピン（ｐｏｇｏ－ｐｉｎ、又は、スプリ
ングピン）を用いてメインボード１３０と接続することができる。
【００８３】
　図１２は、図１１に示した本発明の一実施形態によるアンテナを示す斜視図である。
　図１～図１２を参照すると、図１２に示すアンテナ（１４０－１）は、図１１に示すア
ンテナ１４０の一実施形態である。
【００８４】
　アンテナ（１４０－１）は、アンテナ層１４３、及びアンテナ担体１４５を含む。
　アンテナ層１４３は、アンテナパターン（１４３－１、１４３－３、１４３－５）、及
びアンテナフィーダ１４７を含む。
【００８５】
　アンテナパターン（１４３－１、１４３－３、１４３－５）は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）
を放射（又は、送信）する。
　例えば、アンテナパターン（１４３－１、１４３－３、１４３－５）は、ＲＦ信号（Ｒ
Ｆ＿Ｓ）を水平方向に放射してもよい。
　例えば、アンテナ（１４０－１）は、共振アンテナ（Ｚｅｒｏｔｈ　Ｏｒｄｅｒ　Ｒｅ
ｓｏｎａｔｏｒ（ＺＯＲ）　ａｎｔｅｎｎａ）であってもよい。
【００８６】
　アンテナパターン（１４３－１、１４３－３、１４３－５）は、信号パターン（１４３
－１）と複数の接地パターン（１４３－３、１４３－５）を含む。
　一実施形態に係るアンテナパターン（１４３－１、１４３－３、１４３－５）は、金、
銀、又は、銅で実現し得る。
【００８７】
　信号パターン（１４３－１）は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を放射するためのパターンであ
る。
　各接地パターン（１４３－３、１４３－５）は、接地層１５０と接地するための接地パ
ターンである。
【００８８】
　アンテナフィーダ１４７は、信号フィーダ（１４７－１）と複数の接地フィーダ（１４
７－３、１４７－５）を含む。
　信号パターン（１４３－１）は、信号フィーダ（１４７－１）によってＲＦ通信回路１
３４から送信されるＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を受信し、受信されたＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を
放射する。
【００８９】
　各接地パターン（１４３－３、１４３－５）は、対応する接地フィーダ（１４７－３）
及び接地フィーダ（１４７－５）を介して接地層１５０と電気的に接続する。
　例えば、接地パターン（１４３－３）は、対応する接地フィーダ（１４７－３）を介し
て接地層１５０と接地され、接地パターン（１４３－５）は、対応する接地フィーダ（１
４７－５）を介して接地層１５０と接地される。
【００９０】
　図１３Ａ及び図１３Ｂは、図１２に示すアンテナの放射効率を説明するためのグラフで
ある。
　図１～図１３Ｂを参照すると、アンテナ（１４０－１）は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）を水
平方向に放射（又は、送信）する。
【００９１】
　各グラフのｘ軸は周波数を示し、ｙ軸はアンテナ（１４０－１）の全体放射効率（ｔｏ
ｔａｌ　ｒａｄｉａｔｉｏｎ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）を示す。
【００９２】
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　図１３Ａに示すグラフは、人体センサ１００が人体に着用されていない状態のアンテナ
（１４０－１）の全体の放射効率を示す。
　第１点線１９１は、アンテナ（１４０－１）のアンテナフィーダ１４７の構造を反映し
ないものであり、第１実線１９２はアンテナ（１４０－１）のアンテナフィーダ１４７の
構造を反映したものである。
　人体センサ１００が人体に着用されない状態のとき、周波数が２．４ＧＨｚの帯域でア
ンテナ（１４０－１）の放射効率は、図１３Ａに示すグラフに対応する。
【００９３】
　図１３Ｂに示すグラフは、人体センサ１００が人体に着用された状態のアンテナ（１４
０－１）の全体の放射効率を示す。
　第２点線１９３は、アンテナ（１４０－１）のアンテナフィーダ１４７の構造を反映し
ないものであり、第２実線１９４はアンテナ（１４０－１）のアンテナフィーダ１４７の
構造を反映したものである。
　人体センサ１００が人体に着用された状態のとき、周波数が２．４ＧＨｚの帯域でアン
テナ（１４０－１）の放射効率は、図１３Ｂに示すグラフに対応する。
【００９４】
　図１４は、図１２に示したアンテナの他の実施形態を示す斜視図である。
　図１～図１４を参照すると、アンテナ（１４０－１）は、エアーブリッジ（ａｉｒ　ｂ
ｒｉｄｇｅ）１４４をさらに含む。
【００９５】
　エアーブリッジ１４４は、各接地パターン（１４３－３、１４３－５）を電気的に接続
する。
　接地パターン（１４３－３）と接地パターン（１４３－５）は、エアーブリッジ１４４
を用いて接続される。
　各接地パターン（１４３－３、１４３－５）が互いにエアーブリッジ１４４を用いて接
続されることで、アンテナ（１４０－１）は、ＲＦ信号（ＲＦ＿Ｓ）の動作周波数（又は
、共振周波数）とメインボード１３０の長さが近似することにより発生する共振現象を防
止することができる。
　また、アンテナ（１４０－１）は、オッドモード（ｏｄｄ　ｍｏｄｅ）によって動作す
ることができないことがある。
【００９６】
　したがって、アンテナ（１４０－１）は、エアーブリッジ１４４による結合によって共
振現象とオードモードを防止し、アンテナ（１４０－１）の放射効率を高めることができ
る。
【００９７】
　図１５は、図１１に示したアンテナの他の実施形態を示す図である。
　図１～図１１及び図１５を参照すると、図１５に示すアンテナ（１４０－２）は、図１
１に示すアンテナ１４０の他の実施形態である。
【００９８】
　アンテナ（１４０－２）は、メタマテリアル（ｍｅｔａ　ｍａｔｅｒｉａｌ）構造を用
いたアンテナである。
　例えば、アンテナ（１４０－２）は、ＡＭＣ（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｍａｇｎｅｔｉ
ｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）アンテナである。
【００９９】
　アンテナ（１４０－２）は、アンテナ層１４３、アンテナ担体１４５を含んでもよい。
図１５では説明の便宜のためにアンテナ担体１４５を示していない。
【０１００】
　アンテナ層１４３は、アンテナパターン（ＰＡＴ２）を含む。
　アンテナパターン（ＰＡＴ２）は、信号パターンと接地パターンを含み得る。
　例えば、アンテナパターン（ＰＡＴ２）は、ＰＩＦＡ（Ｐｌａｎａｒ　Ｉｎｖｅｒｔｅ
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ｄ　Ｆ　Ａｎｔｅｎｎａ）又はパッチアンテナ（Ｐａｔｃｈ　Ａｎｔｅｎｎａ）であって
もよい。
【０１０１】
　アンテナ層１４３は、接地面１４９をさらに含んでもよい。
　接地面１４９は、接地パターン（ＰＡＴ３）を含む。
　一実施形態による、接地パターン（ＰＡＴ３）は、少なくとも１つのＡＭＣ基本セルで
実現され得る。
　パターン（ＰＡＴ２、ＰＡＴ３）は金、銀、又は、銅で実現してもよい。
【０１０２】
　アンテナ（１４０－２）は、接地面１４９を介してアンテナ（１４０－２）の下部に位
置するＲＦ通信回路１３４の影響を遮断することで、放射効率を高めることができる。
【０１０３】
　図１６は、図１５に示したアンテナの放射効率を説明するためのグラフである。
　図１～図１１、図１５、及び図１６を参照すると、図１６に示すグラフのｘ軸は周波数
を示し、ｙ軸はアンテナ（１４０－２）の全体放射効率を示す。
【０１０４】
　図１６に示すグラフは、人体センサ１００が人体に着用された状態のアンテナ（１４０
－２）の全体の放射効率を示す。
　アンテナ（１４０－２）の接地面１４９がある状態のとき、周波数が２．４ＧＨｚ帯域
でアンテナ（１４０－２）の放射効率は、第３点線１９５のとおりである。
　アンテナ（１４０－２）の接地面１４９は、少なくとも１つのＡＭＣ基本セルで具現さ
れ得る。
　アンテナ（１４０－２）の接地面１４９がない状態のとき、周波数が２．４ＧＨｚ帯域
でアンテナ（１４０－２）の放射効率は、第３実線１９６のとおりである。
【０１０５】
　図１７は、本発明の他の実施形態による人体センサを含むシステムを示すブロック図で
ある。
　図１７を参照すると、システム２０は、人体センサ１００、ゲートウェイ（ｇａｔｅｗ
ａｙ）４００、及びホスト装置３００を含む。
　システム２０は、健康モニタリングシステム（ｈｅａｌｔｈ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　
ｓｙｓｔｅｍ）であってもよい。
【０１０６】
　人体センサ１００とホスト装置３００はゲートウェイ４００を介して通信してもよい。
　ゲートウェイ４００は、携帯用電子装置で実現してもよい。
【０１０７】
　携帯用電子装置は、ラップトップ（ｌａｐｔｏｐ）コンピュータ、移動電話機、スマー
トフォン（ｓｍａｒｔ　ｐｈｏｎｅ）、タブレット（ｔａｂｌｅｔ）ＰＣ、モバイルイン
ターネットデバイス（ｍｏｂｉｌｅ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｄｅｖｉｃｅ（ＭＩＤ））、Ｐ
ＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ＥＤＡ（ｅｎｔｅｒ
ｐｒｉｓｅ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、デジタルスチールカメラ（ｄｉｇ
ｉｔａｌ　ｓｔｉｌｌ　ｃａｍｅｒａ）、デジタルビデオカメラ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｉ
ｄｅｏ　ｃａｍｅｒａ）、ＰＭＰ（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｐｌａｙ
ｅｒ）、ＰＮＤ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ又はｐｏｒｔ
ａｂｌｅ　ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）、携帯用ゲームコンソール（ｈａｎｄ
ｈｅｌｄ　ｇａｍｅ　ｃｏｎｓｏｌｅ）、またはｅ－ブック（ｅ－ｂｏｏｋ）で実現して
もよい。
【０１０８】
　ホスト装置３００は、医療機関の医療システムであってもよい。
【０１０９】
　本実施形態に係る方法は、多様なコンピュータ手段を介して様々な処理を実行すること
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ができるプログラム命令の形態で実現され、コンピュータ読取可能な記録媒体に記録され
得る。
　コンピュータ読取可能な媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構造などの
内の１つ又はその組み合わせを含み得る。
　媒体に記録されるプログラム命令は、本発明の目的のために特別に設計されて構成され
たものでもよく、コンピュータソフトウェア分野の技術を有する当業者にとって公知のも
のであり、使用可能なものであってもよい。
【０１１０】
　コンピュータ読取可能な記録媒体の例としては、ハードディスク、フロッピー（登録商
標）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのような光記録媒
体、光ディスクのような光磁気媒体、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどのよう
なプログラム命令を保存して実行するように特別に構成されたハードウェア装置が含まれ
る。
　プログラム命令の例には、コンパイラによって作られるような機械語コードだけでなく
、インタープリタなどを用いてコンピュータによって実行できる高級言語コードが含まれ
る。上記したハードウェア装置は、本発明の動作を行うために１つ以上のソフトウェアモ
ジュールとして作動するように構成されてもよく、その逆も同様である。
【０１１１】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【０１１２】
　１０　　システム
　１００　　人体センサ
　１２０　　中間ケース
　１３０　　メインボード
　１３０－１～１３０－３　　（第１～第３）メインボード
　１３１　　制御回路
　１３２　　信号処理回路
　１３３　　デジタル信号プロセッサ
　１３４　　ＲＦ通信回路
　１３５　　電源供給装置
　１３６　　ＰＭＩＣ
　１３７　　メモリ
　１４０、１４０－１、１４０－２　　アンテナ
　１４１　　媒質
　１４３　　アンテナ層
　１４３－１～１４３－５　　アンテナパターン
　（１４３－１　　信号パターン、１４３－３、１４３－５　　接地パターン）
　１４４　　エアーブリッジ
　１４５　　アンテナ担体
　１４７　　アンテナフィーダ
　（１４７－１　　信号フィーダ、１４７－３、１４７－５　　接地フィーダ）
　１４９　　接地面
　１５０　　接地層
　１６０　　電極インタフェース
　１７０　　下位カバー
　１８０　　伝導性電極
　３００　　ホスト装置
　４００　　ゲートウェイ
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本发明提供一种人体传感器和包括该人体传感器的传感系统，该人体传
感器能够防止从人体传感器的天线发射的信号被人体吸收并提高天线的
辐射效率。 根据本发明的人体传感器是可佩戴的人体传感器，包括：用
于从人体传输生物信号的导电电极;以及主板，包括用于基于生物信号产
生RF信号的RF通信电路。并且天线堆叠在主板的RF通信电路的顶部并
发射RF信号。 [选定图]图11


